
どんぐり幼児園は

ルドルフ・シュタイナーの人間観を

基盤にした子どもの教育を実践しています。

幼児は、全身が感覚器官、模倣の時期。

子どもたちが全感覚で感じていることに

共感しながら健康な体を

つくっていくことが大切です。

NPO法人

NPO法人

〒892-0871
鹿児島県鹿児島市吉野町9468　

TEL 099-244-5759
https://www.donguri-steiner.net/

設立　1994年3月
対象年齢　1歳半から６歳
幼保無償化対象施設

寄付のお願い
子どもたちは学びたいという思いを持っています。
私たちは、”発見する喜びに瞳を輝かせ、
自信にあふれる子どもたち”が
集う場をつくりたいと願っています。

どんぐり幼児園は鹿児島市街地から車で20分ほどの
郊外の住宅地にある、幼児園～中学校までの一貫教育を
行うどんぐり自然学校の幼児部にあたります。
住宅地の中の小さな森、そこには昔ながらの子ども
たちがのびのびと過ごすのにふさわしい自然あふれる
環境が保たれています。

ふるさと納税
■ 郵便局からのお振込み
ゆうちょ銀行 01710-7-166807

■ 郵便局以外の金融機関からのお振込み
ゆうちょ銀行 一七九（イチナナキュウ）支店（179）
当座0166807　NPO法人 どんぐり自然学校



シュタイナー教育の
精神に基づく
幼児教育を目指しています。
自然・四季を大切にし、
どんな子もそれぞれの個性を十分に発揮し、
そして、互いの人格を尊重しあいながら
育てていきたいと願っています。

幼児期は、生活のリズムをつくる中で感覚器官
を十分使うことが、意志を育てていくのに最も
大切なものと考えています。目で見、耳で聴き、
身体にふれるものはすべて吸収してしまう時期
ですので、精神的にも物質的にもいかにして
良いもの本物を吟味して与えるかということが
幼児教育の大切な課題といえます。
その子のリズムをつくる中で、たっぷりと自由な
遊びに集中することによって、感覚器官が磨か
れ、自主性や決まり、協調することの大切さを
学び吸収し、愛情と信頼に満ちた人間関係の
中で子どもの生きる意志を育てていきたいと
願っています。

オイリュトミー
よいリズムの音楽や詩にあわ
せて動くことで、身体が、心の
動きをともなって働くように
うながします。
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仲間たちと一緒に
心豊かに育つ

どんぐりだんご
クッキーつくり

春の遠足

親子であそぶ

ヤギといっしょ

ニワトリさんと

どんぐりまつり

子どもも大人もどろまみれ！クリスマス会

ひなまつり

どんぐり幼児園ならではの活動

にじみ絵
色と色との出会い、ぬらした
紙の上で、色の体験を何度も
積み重ねていく中で色彩感覚
が育っていきます。

どんぐり幼児園の子どもたちは、

自然の中で、仲間たちと一緒に
心豊かに育っています。

どんぐり幼児園の願い
• 子どもたちが、自然を愛し、心豊かな体験の場、
育つ場、憩いの場となるように。

• 子どもたちがいずれ「自分」というものにめざめ、自らの足で立ち、
自らの眼で世界を観ることができるように。

• どんぐりの木々に囲まれた自然の中でヤギや鶏たちと、そして鳥や虫たちとともに、
すべての子が一緒に人間的に育ちあえる場になるように。

そばうち

異年齢であそぶ

子どもの生活
子どもの成長にとって大切なこと

● 園と家庭が共通に子どもの成長を柱に
子どもの成長を柱に園と家庭が共通理解し
協力し合うことが大切です。

● 愛情豊かに見守られている生活環境
子どもたちが自分は愛されている存在であると感じ
ながら、安心して過ごせる環境を作ります。

● 自然の中でゆったりとしたリズムで
自然の中で人間らしくゆったりとしたリズムの中で
子どもを健康で調和のとれた生活で成長させて
いくことが大切です。

● 意志を育てる
7 歳までの幼児は自分の周囲の人たちの行動を模倣
する時代。それは意志を育てることにつながります。

● 一日の生活リズム
1 日の生活のリズムを大事にします。遊びは、
想像力、創造力、ファンタジー、感覚を育てます。


